
善
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　
「
そ
の
際
に
ま
ず
必
要
と
し
た
の
は
、

探
究
学
習
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を

定
め
て
評
価
項
目
と
し
、
そ
れ
ら
の
評
価

規
準
を
設
定
し
て
、
教
師
間
で
生
徒
を
評

価
す
る
際
の
目
線
合
わ
せ
を
し
、
生
徒
に

目
標
を
明
示
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に

は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
有
効
で
あ
り
、
専
任

で
検
討
す
る
分
掌
が
必
要
だ
と
判
断
し

て
、
17
年
度
、『
探
究
委
員
会
』
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
」（
佐
藤
校
長
）

　

探
究
委
員
会
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
英
語
か
ら
、
担
当
学
年
が
重
な
ら

な
い
５
人
の
教
師
と
、
司
書
教
諭
を
加
え

た
計
６
人
で
構
成
し
た
。

　
「
学
校
図
書
館
は
、
生
徒
が
探
究
学
習

を
行
う
上
で
不
可
欠
な
場
で
す
。
ま
た
、

司
書
教
諭
は
、
学
年
を
超
え
て
生
徒
の
様

子
に
目
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
委

員
に
加
え
ま
し
た
」（
佐
藤
校
長
）

　

司
書
教
諭
の
宗そ

う

愛
子
先
生
は
、
自
身
の

役
割
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
私
は
前
任
校
で
、
探
究
学
習
の
指
導

経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
探
究
委

員
会
で
は
、
探
究
学
習
の
ね
ら
い
や
指
導

　

中
高
一
貫
教
育
を
行
う
女
子
校
の
私
立

山
崎
学
園
富
士
見
中
学
高
校
は
、「
探
究

委
員
会
」（
現
・
教
育
研
究
部
）
で
の
検

討
を
経
て
、
２
０
１
７
年
度
、
中
高
６
年

間
で
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・

能
力
「
17
の
力
」
を
設
定
し
、
そ
の
育
成

を
実
現
す
る
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

構
築
に
力
を
注
い
で
い
る
。
佐
藤
真ま

さ

樹き

校

長
は
、「
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
の
設
定

や
探
究
学
習
の
充
実
は
、
以
前
か
ら
そ
の

必
要
性
を
感
じ
、取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

と
、
検
討
の
過
程
を
振
り
返
る
。

　

ま
ず
、
12
年
度
、
学
校
経
営
に
つ
い
て

検
討
す
る
「
校
務
運
営
委
員
会
」
が
、
生

徒
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
各
学
年
や
分

掌
に
実
施
。
そ
の
回
答
を
基
に
、
生
徒
に

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
、「
自

分
と
向
き
合
う
力
」「
人
と
向
き
合
う
力
」

「
課
題
と
向
き
合
う
力
」
の
３
つ
を
設
定

し
た
。

　

そ
し
て
、
15
年
度
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

教
育
活
動
は
、
探
究
学
習
が
柱
に
な
る
と

い
う
考
え
の
下
、
既
存
の
特
別
活
動
を
、

探
究
学
習
に
よ
り
結
び
つ
く
内
容
へ
と
改

改 革 事 例

生徒の状況を見ながら築く探究学習で
「17の力」の育成を目指す
東京都・私立山崎学園富士見中学高校

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

◎建学の精神は、「純真・勤勉・着実」。2010 年
度に高校からの入学者の募集を停止し、完全中
高一貫校へと移行した。教育目標として「社会に
貢献できる自立した女性の育成」を掲げ、探究
学習や多文化交流などの充実に力を入れている。
◎設立　1940（昭和 15）年学校法人山崎学園
　　　　 設立
◎形態　全日制／普通科／女子校
◎生徒数　１学年約 240 人
◎ 2019 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、筑波大、千葉大、東京医科
歯科大、東京外国語大、一橋大、九州大、首都大学東京などに 27人が合格。私
立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大などに延べ 770 人が合格。
◎ URL　https://www.fujimi.ac.jp

全
教
師
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
共
有

探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
に

向
け
、
専
門
の
委
員
会
を
発
足

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導改善

カリキュラム
・指導計画

学校教育
目標

授業・
指導実践 評価・検証

今回
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の
ポ
イ
ン
ト
、
図
書
館
の
役
割
を
話
し
、

先
生
方
が
探
究
学
習
に
関
す
る
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
」

　

探
究
委
員
会
は
ま
ず
、
全
教
師
参
加
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
を
読
ん
だ

上
で
、「
本
校
の
生
徒
が
既
に
身
に
つ
け

て
い
る
資
質
・
能
力
と
、
ま
だ
身
に
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
資
質
・
能
力
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
っ
た
。
同
委
員
会
主
任
（
現
・
教
育
研

究
部
主
任
）
の
三
浦
佳
奈
先
生
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
語

る
。

　
「
教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
校
や
生
徒
へ

の
思
い
を
語
り
、
周
り
の
考
え
に
も
耳
を

傾
け
、
そ
の
中
か
ら
育
成
を
目
指
す
生
徒

像
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
対
話
の
場
を

目
指
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
実
施
後
、『
こ

の
よ
う
な
対
話
の
機
会
を
も
っ
と
設
け
て

ほ
し
い
』と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
職
員
室
な
ど
で
、
教
師
間
で
話

を
し
て
い
ま
す
が
、
教
育
観
や
指
導
観
に

つ
い
て
話
す
機
会
が
さ
ら
に
必
要
な
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
」

　

そ
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ

た
意
見
を
基
に
、
中
高
６
年
間
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
「
17
の
力
」
と

し
て
設
定
し
、
12
年
度
に
設
定
し
た
３
つ

の
力
を
細
分
化
す
る
形
で
整
理
（
図
１
）。

同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
・
能
力
の
到

達
度
を
６
段
階
で
示
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

も
作
成
し
た
（
Ｐ
．24
図
２
）。

　

次
に
着
手
し
た
の
は
、
生
徒
に
「
17
の

力
」
を
育
む
た
め
の
探
究
学
習
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
だ
。

　

ま
ず
は
、
17
年
度
に
中
学
校
３
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
そ
の
際

に
留
意
し
た
の
は
、
既
存
の
教
育
活
動
を

生
か
す
こ
と
だ
。
初
め
て
探
究
学
習
の
指

導
を
経
験
す
る
教
師
も
い
た
た
め
、
新
た

な
教
育
活
動
を
導
入
す
る
と
戸
惑
い
や
負

担
が
生
じ
る
と
考
え
て
、
既
存
の
行
事
の

内
容
を
見
直
し
、
探
究
学
習
に
組
み
込
む

こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、
中
学
１
年
生
７

月
に
行
う
林
間
学
校
は
、「
自
然
を
じ
っ

く
り
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
疑
問
を
持
つ
こ

と
」
を
目
的
と
し
、
よ
り
探
究
的
な
活
動

を
す
る
教
育
活
動
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化

し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
も
教
師
も
探
究
学
習
の
プ

ロ
セ
ス
を
順
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
、

中
学
１
年
生
は
「
問
う
」（
課
題
の
設
定
）、

中
学
２
年
生
は
「
調
べ
る
」（
情
報
の
収

集
）、中
学
３
年
生
は
「
伝
え
る
」（
整
理
・

分
析
と
ま
と
め
・
表
現
）
こ
と
を
、
そ
れ

ぞ
れ
活
動
の
中
心
に
据
え
た
。

　

そ
し
て
、
中
学
校
で
の
探
究
学
習
の
集

大
成
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
が
、
中
学

３
年
生
で
取
り
組
む
卒
業
研
究
だ
。
そ
れ

も
、
既
存
の
卒
業
研
究
の
内
容
を
見
直
し

た
も
の
で
あ
り
、
１
学
期
に
生
徒
が
教
師

と
面
談
し
て
課
題
を
設
定
し
、
調
べ
た
内

容
を
冊
子
に
ま
と
め
、
９
月
の
文
化
祭
で

中
間
発
表
、
３
学
期
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
会

図１　富士見中学高校が育成を目指す資質・能力

教
育
研
究
部

田
邉
雅
義
　

た
な
べ
・
ま
さ
よ
し

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

19
年
目
。
数
学
科
。

教
育
研
究
部

宗
　

愛
子

そ
う
・
あ
い
こ

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
図
書
部
。
司
書
教
諭
。

校
長佐藤

真
樹

さ
と
う
・
ま
さ
き

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

38
年
目
。

教
育
研
究
部
主
任

三
浦
佳
奈

み
う
ら
・
か
な

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

13
年
目
。
社
会
科
。

学校教育目標　社会に貢献できる自立した女性の育成

＊学校資料を基に編集部で作成。

中
学
校
は
既
存
の
活
動
を
見
直
し
、

探
究
学
習
に
組
み
込
む

⑥聴く力
⑦人を巻き込む力
⑧人とつながる力
⑨話し合う力
⑩発表する力
⑪記述する力

⑫課題を発見する力　⑬情報を活用する力　
⑭多角的に考える力　⑮論理的に考える力　
⑯創造する力　　　　⑰社会に貢献しようとする力

①自分の意見を形成する力
②チャレンジする力
③計画を立てる力
④やり遂げる力
⑤自らを振り返る力
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に
向
け
て
さ
ら
に
発
表
力
を
磨
く
と
い
う

流
れ
と
し
た
。
教
育
研
究
部
の
田
邉
雅
義

先
生
は
、
新
た
な
卒
業
研
究
と
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
徒
の
成
長
の
手
応
え
を
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
以
前
の
卒
業
研
究
で
は
、
調
べ
学
習

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
進

め
方
に
し
て
か
ら
は
、
課
題
設
定
の
段
階

か
ら
図
書
館
を
利
用
し
、
さ
ら
に
生
徒
が

各
自
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
最

後
に
は
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、

自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ
て
発
言
す
る

姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

高
校
で
の
探
究
学
習
は
、社
会
的
に
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）

を
軸
に
し
て
い
る
。

　
「
高
校
で
の
探
究
学
習
は
、
生
徒
に
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
社
会
へ
貢
献
で
き
る
の

か
と
い
っ
た
意
識
を
育
み
、
視
野
を
広
げ

ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」（
田
邉
先
生
）

　

19
年
度
の
活
動
内
容
は
次
の
通
り
だ
。

高
校
１
年
生
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
的
や
17

の
目
標
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
、
関
心
を

持
っ
た
目
標
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
立
案
。
そ
の
内
容
を
冊

子
に
ま
と
め
、
文
化
祭
で
展
示
し
た
（
写

真
）。
そ
し
て
、来
場
者
に
書
い
て
も
ら
っ

た
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
さ
ら
に
練
り
上
げ
、
最
終
的

に
全
校
発
表
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
予
定
だ
。

　
「
17
の
目
標
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

分
か
り
や
す
く
、
生
徒
も
考
え
や
す
い
よ

う
で
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

（
田
邉
先
生
）

　

５
月
に
沖
縄
体
験
学
習
に
取
り
組
む
高

校
２
年
生
は
、
そ
れ
ま
で
に
学
び
、
考
え

て
き
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ベ
ー
ス
に
、
個
人
で

＊学校資料を基に編集部で作成。ルーブリックの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →
教育情報→高校向け」でご覧ください。

図２　「17の力」のルーブリック（抜粋）

写真　文化祭では、各グループがアクションプランを冊子にま
とめて展示。来場者に意見をもらった。

高
校
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
づ
け
た

内
容
と
し
、
探
究
力
を
磨
く

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。

評価項目 定義 E D C B A S

自
分
と
向
き
合
う
力
（
自
分
を
知
る
）

①
自分の意見を
形成する力

様々な情報を基
に自分の意見を
形成する力

自 分 の 意 見
を持っていな
い。

意見はあるが、
明確な理由が
ない。

少ない情報を
基に、意見を
形成している。

様々な情報を
基に、自分の
意見を形成し
ている。

様々な情報を批判的に
捉え、それを根拠にし、
自分の意見を形成して
いる。

どのような状況において
も、様々な情報を批判的に
捉え、それを根拠にし、自
分の意見を形成している。

②
チャレンジ
する力

自らを高めるた
めの目標を設定
し、達成しよう
とする力

これまでに自
分 が 達 成 し
たことしか取
り組んでいな
い。

未達成のこと
に取り組んで
いる。

自分から未達
成のことに取
り組んでいる。

困難な課題に
対して失敗を
恐れず、自分
から未達成の
ことに取り組
んでいる。

困難な課題に対して失
敗を恐れず、自分から
未達成のことに取り組
んでいる。また、失敗
や経験を次に生かそう
としている。

どのような状況において
も、困難な課題に対して失
敗を恐れず、自分から未
達成のことに取り組んでい
る。また、失敗や経験を次
に生かしている。

③
計画を
立てる力

課題解決のため
に計画を立てる
力

指示を受けて
も計画を立て
ない。

指示された通
りに計画を立
てている。

指示された通
りに、実現可
能な計画を立
てている。

自分で見通し
を立て、実現
可能な計画を
立てている。

自分で見通しを立て、
実現可能な計画を立
てている。また、柔軟
に修正できる。

想定外の事態が起こって
も、実現可能な計画を立て
ている。また、柔軟に修正
できる。

④
やり遂げる力

課 題 を 最 後 ま
で諦めず取り組
み、やり遂げる
力

課題をやり遂
げる前にやめ
てしまう。

課題をやり遂
げてはいるが
不備がある。

課題を不備な
く最後までや
り遂げている。

様々な工夫を
しながら、課
題を最後まで
やり遂げてい
る。

様々な工夫をしなが
ら、課題を最後までや
り遂げている。その工
夫が成果物に反映され
ている。

どのような状況において
も、様々な工夫をしながら、
課題を最後までやり遂げて
いる。その工夫が成果物に
反映されている。

⑤
自らを
振り返る力

自分の考えや行
動を振り返り、
次の考えや行動
につなげる力

機会を与えら
れても、振り
返らない。

機 会を与えら
れ れ ば、振り
返ろうとする
が、自分 の 考
え や 行 動 の
振り返りには
なっていない。

機会を与えら
れれば、次に
つながるよう
に自分の考え
や行動を振り
返ることがで
きる。

自ら機会を見
つけて、自分
の考えや行動
を振り返るこ
とができる。

自ら機会を見つけて、
振り返ったことを次の
考えや行動につなげ、
改善しようとしてい
る。

どのような状況において
も、振り返ったことを次の
考えや行動につなげ、改善
しようとしている。
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導
か
れ
た
道
標

テ
ー
マ
を
設
定
。
沖
縄
体
験
学
習
で
の
調

査
や
文
献
調
査
を
重
ね
て
、
夏
季
休
業
中

に
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

　
「
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
読
む
と
、

多
く
の
課
題
を
感
じ
ま
し
た
。
問
い
が
絞

り
切
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
情
報
収
集
を

し
て
い
る
も
の
の
、
整
理
・
分
析
を
し
て

い
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

う
し
た
生
徒
た
ち
の
現
状
を
受
け
て
、
２

学
期
に
は
、
図
書
館
と
連
携
し
て
『
探
究

型
読
書
』
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
三

浦
先
生
）

　

探
究
型
読
書
で
は
、「
科
学
道
１
０
０

冊
」（
＊
２
）
の
中
か
ら
生
徒
が
自
分
で

書
籍
を
選
び
、
そ
の
表
紙
と
目
次
か
ら
内

容
を
考
え
さ
せ
た
り
、
目
次
か
ら
キ
ー

ワ
ー
ド
を
抜
き
出
し
て
書
籍
の
帯
を
作
成

し
た
り
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
生
徒

が
ど
の
よ
う
な
課
題
意
識
を
持
ち
、
何
に

興
味
・
関
心
が
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
同
じ

書
籍
で
も
抜
き
出
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や

内
容
の
類
推
は
異
な
る
。
そ
こ
で
、
活
動

を
通
じ
て
、
生
徒
に
自
分
の
興
味
・
関
心

や
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
自
覚
さ
せ
る

こ
と
も
ね
ら
い
と
し
た
。

　

同
校
で
は
、
探
究
学
習
を
本
格
的
に
始

め
た
ば
か
り
で
あ
り
、
計
画
を
変
更
し
て

探
究
型
読
書
を
導
入
し
た
よ
う
に
、
今
後

も
生
徒
の
状
況
を
見
な
が
ら
活
動
内
容
を

決
め
て
い
く
考
え
だ
。

　探究学習では、課題の設定や資料の収集、
調べた結果を基に深める考察など、あらゆ
る場面で学校図書館が重要な役割を担うこ
とになります。司書教諭に求められるのは、
学習に必要な書籍や資料をそろえるだけで
はありません。探究学習を始めてから、図
書館に来る生徒は、目に見えて多くなりま
した。生徒と資料を一緒に探しながら、彼
女たちが学びの質を高められるような気づ
きになる言葉がけを心がけています。
　司書教諭は、情報収集や情報活用のプロ
でもあります。先生方から、「生徒にこういっ
たことを考えさせたいけれども、何かよい
資料はないか」と相談された際に、学習内
容や到達目標を把握した上で、適切なアド
バイスをすることも求められます。生徒や
先生から信頼され、気軽に相談してもらえ
る司書教諭でありたいと思います。

司書教諭として、
探究学習の充実に
貢献したい
宗
そう

　愛子先生

　

そ
の
際
に
、
教

育
活
動
の
指
針
と

な
り
、
教
師
間
の

意
識
統
一
の
基
と

な
る
の
が
、「
17

の
力
」
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
だ
。
そ
し

て
、
探
究
学
習
に

お
け
る
活
動
が
、

ど
の
力
を
ど
こ
ま

で
育
成
す
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
も

の
な
の
か
を
整
理

し
た
「
探
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
目
標
と

す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
項
目
案
」
を
、

教
育
研
究
部
で
は

作
成
し
、
運
用
中

だ
（
図
３
）。
そ
の
評
価
規
準
も
、
生
徒

の
状
況
を
見
な
が
ら
随
時
見
直
し
て
い
く

考
え
だ
。

　

三
浦
先
生
は
、
今
後
の
展
望
を
次
の
よ

う
に
語
る
。

　
「『
17
の
力
』
は
、
す
べ
て
の
教
育
活
動

に
お
い
て
育
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
授
業
で
も
そ
れ
ら
の
育
成
を
意
識
し

た
発
問
や
活
動
を
す
る
教
師
が
増
え
て
い

ま
す
。
探
究
学
習
以
外
の
教
育
活
動
で

も
『
17
の
力
』
を
育
成
し
て
い
け
る
よ
う
、

教
師
間
で
対
話
を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
み

を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

図３　「探究プログラムで目標とするルーブリック項目案」

表中のＡ〜Ｄは、ルーブリック（図２）で示した評価規準。　　　　＊学校資料を基に編集部で作成。

ルーブリック項目

①
自
分
の
意
見
を
形
成
す
る
力

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力

③
計
画
を
立
て
る
力

④
や
り
遂
げ
る
力

⑤
自
ら
を
振
り
返
る
力

⑥
聴
く
力

⑦
人
を
巻
き
込
む
力

⑧
人
と
つ
な
が
る
力

⑨
話
し
合
う
力

⑩
発
表
す
る
力

⑪
記
述
す
る
力

⑫
課
題
を
発
見
す
る
力

⑬
情
報
を
活
用
す
る
力

⑭
多
角
的
に
考
え
る
力

⑮
論
理
的
に
考
え
る
力

⑯
創
造
す
る
力

⑰
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
力学年 学習活動

中１

探究学習プレ C C C D D D

生き物探究教室 C C C C C D D D D C D

上野動物園ＦＷ C C C B D C C C

個人探究 C C C C C C C C D D

中２

上野浅草ＦＷ① C C C C B B D C C C C D

上野浅草ＦＷ② C C C C B B C B C C C C C C C

卒業研究 C C B C C C

中３ 卒業研究 B C B B B B C B B B B B B C

高１ SDGs A B A B B A B B B B B A A B B

高２
沖縄体験学習 A A A B A A B B A B A A A B

探究型読書 A A A A A B A A A A A A

教
育
活
動
の
新
設
や
変
更
の
決
定
は
、
目
標
と
す
る
資
質
・

能
力
が
育
成
で
き
る
か
、
で
き
て
い
る
か
で
判
断
す
る
。

私の教育デ
ザイン

生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

実
践
し
な
が
ら
活
動
を
構
築

＊２　国立研究開発法人理化学研究所と株式会社編集工学研究所の共同プロジェクトで、書籍を通じて科学者の生き方や考え方、科学の面白さや素晴ら
しさを届ける事業。「元素ハンター」「美しき数学」「科学する女性」「科学道クラシックス」の４ジャンルで 100冊を推薦。
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